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対称群の表現に関連する確率モデル
洞　彰人 (北海道大学大学院理学研究院)

対称群に関係する確率モデルの中から, 対称群の双対的な対象と言える Young 図形の集団を題

材に選ぶ. ランダムな Young図形の極限形状に関する Vershik–Kerovおよび Logan–Sheppの著

名な結果から発展した話題をとりあげ, その動的なモデルの構築と解析を紹介する.

§0 概観（談話会） §6 プロファイルの集中現象（その２）
§1 Young図形 §7 制限誘導連鎖
§2 Frobeniusの指標公式 §8 連続時刻ランダムウォーク
§3 プロファイルの集中現象（その１） §9 プロファイルの時間発展
§4 自由確率論から §10 証明から（推移行列の対角化, 誘導指標）

§5 Kerov–Olshanski代数 §11 補足：連続時刻の Plancherel成長過程
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